平成２７年度　第４回人事委員会会議結果
	１　開催日時


　　　平成２７年６月３日（木）午前１０時～午前１０時３０分
	２　開催場所


　　　人事委員会委員室（県庁第二庁舎７階）
	３　出席者


【人事委員】　　　委 員 長    曽　我　紀　厚

　　　　　　　　　委　　員　　中　原　　　都
　　　　　　　　　委　　員　　上　田　博　久

【事務局職員】　　事務局長　　三王寺　由　道　　次長兼任用課長　　谷　口　正　博

　　　　　　　　　給与課長　　吉　野　一　朗　　係　    　  長　　富　山　哲　明　　

　　　　　　　　　係　　長　　向　井　京　子　　係　　　　　長　　河　村　　　淳　　

　　　　　　　　　係　　長　　古　川　真　史
【傍聴者】　　　　なし
	４　議　題


議案第１号　　平成２７年度鳥取県職員採用試験（高校卒業程度、短大卒業程度）の実施について

議案第２号　　平成２７年度鳥取県警察官採用試験（警察官Ａ（２回目））の実施について

議案第３号　　平成２７年度鳥取県警察官採用試験（警察官Ｂ）の実施について

議案第４号　　平成２７年度鳥取県職員採用試験（身体障がい者対象・高校卒業程度）の実施について

議案第５号　　選考により採用することができる職に係る承認について

	５　議事の公開・非公開


議事について公開又は非公開のどちらとするかについて審議を行い、すべての議事を公開とすることについて全員の合意を得た。

	６　議　事


１　議案第１号、第２号、第３号及び第４号

　　平成２７年度鳥取県職員採用試験（高校卒業程度、短大卒業程度）の実施、平成２７年度鳥取県警察官採用試験（警察官Ａ（２回目））の実施、平成２７年度鳥取県警察官採用試験（警察官Ｂ）の実施及び平成２７年度鳥取県職員採用試験（身体障がい者対象・高校卒業程度）の実施について事務局が説明し、原案のとおり決定した。

【説　明】

　　平成２８年４月１日採用予定の標記の採用試験を次のとおり実施しようとするもの。

○議案第１号　平成２７年度鳥取県職員採用試験（高校卒業程度、短大卒業程度）の実施について

（１）試験の概要

①募集職種・採用予定者数
	職種
	採用予定者数

	一般事務
	７名程度

	土木
	１名程度

	警察事務
	２名程度

	保育士
	１名程度

	公立学校栄養職員
	
３名程度

	司書
	２名程度


②受験資格

ア　年齢等

一般事務、土木：平成６年４月２日から平成１０年４月１日までに生まれた人
ただし、学校教育法による大学（短期大学を除く。）を卒業した人又は平成２８年３月３１日までに卒業する見込みの人（人事委員会が同等の資格があると認める人を含む。）を除く。

警察事務：平成４年４月２日から平成１０年４月１日までに生まれた人

保育士、公立学校栄養職員、司書：昭和５５年４月２日以降に生まれた人

イ　免許等

　　　 保育士：児童福祉法第１８条の１８第１項に規定する保育士の登録を受けた人又は平成２８年５月３１日までにこの登録を受ける見込みの人

公立学校栄養職員：栄養士法第２条第１項に規定する栄養士の免許を有する人又は平成２８年３月３１日までにこの免許を取得する見込みの人

　　　　　司　　　　　　書：図書館法第５条第1項に規定する司書の資格を有する人又は平成２８年３月３１日までにこの資格を取得する見込みの人

ウ　国籍

　日本国籍を有しない人は就職に制限のない在留資格を取得しているか、平成２８年３月３１日までに取得見込みであれば受験可能。ただし、警察事務は日本国籍が必要。

③試験日程

	受　付　期　間
	７月３１日（金）～８月１７日（月）（消印有効）

（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ受付：７月３１日（金）午前０時～８月１２日（水）午後１２時）

	第１次試験
	試験日
	９月２７日（日）

	
	試験会場
	鳥取会場：鳥取県庁第二庁舎会議室

米子会場：鳥取大学医学部講義・実習棟

	
	試験種目
	一般事務
教養試験（多肢選択式）、作文試験、適性検査

警察事務
教養試験（多肢選択式）、適性検査

土木、保育士、公立学校栄養職員、司書

教養試験（多肢選択式）、専門試験（多肢選択式）、作文試験、
適性検査

	
	合格者発表日
	１０月７日（水）（予定）

	第２次試験
	試験日
	一般事務、土木、保育士、公立学校栄養職員、司書
１０月下旬（予定）

警察事務
１０月３０日（金）（予定）

	
	試験会場
	一般事務、土木、保育士、公立学校栄養職員、司書
鳥取県庁第二庁舎会議室

警察事務
鳥取県警察本部庁舎会議室

	
	試験種目
	一般事務、土木、保育士、公立学校栄養職員、司書
人物試験（集団討論及び個別面接）

警察事務
人物試験（個別面接）、作文試験、身体検査

	
	採用候補者発表日
	一般事務、土木、保育士、公立学校栄養職員、司書
１１月中旬（予定）
警察事務

１１月２７日（金）（予定）


　※　警察事務の第２次試験は、警察本部に委任して実施。

（注）　第１次試験で実施する作文試験の評価は第２次試験で実施。（第１次試験合格者のみ採点。）また、第１次試験で実施する適性検査の検査結果は、第２次試験の人物試験の参考として使用。（第１次試験合格者のみ判定。）

（２）広報

　　平成２７年６月９日付の鳥取県公報に登載し、別途受験案内を作成する。
○議案第２号　平成２７年度鳥取県警察官採用試験（警察官Ａ（２回目））の実施について

（１）試験の概要

①試験区分・採用予定者数
	試験区分
	採用予定者数

	警察官（男性）
	３名程度

	警察官（女性）
	１名程度


②受験資格

ア　年齢及び学歴要件

　昭和５７年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法による大学（短期大学を除く。）を卒業した人又は平成２８年３月３１日までに卒業する見込みの人（人事委員会が同等の資格があると認める人を含む。）

イ　国籍要件

　日本国籍を有していること。
③試験日程

	受　付　期　間
	７月３１日（金）～８月３１日（月）（消印有効）

（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ受付：７月３１日（金）午前０時～８月２６日（水）午後１２時）

	第１次試験
	試験日
	９月２０日（日）

	
	試験会場
	鳥取会場：鳥取大学共通教育棟

米子会場：鳥取大学医学部講義・実習棟

	
	試験種目
	教養試験（多肢選択式）、適性検査

	
	合格者発表日
	１０月７日（水）（予定）

	第２次試験
	試験日
	１１月１２日（木）～１１月１３日（金）（予定)

	
	試験会場
	鳥取県警察本部庁舎会議室、鳥取県庁第二庁舎会議室、鳥取県警察学校

	
	試験種目
	人物試験（集団討論及び個別面接）、論文試験、適性検査、身体検査、

体力検査

	
	採用候補者発表日
	１２月２４日（木）（予定）


　※　第２次試験は、警察本部に委任して実施。

（注）　第１次試験で実施する適性検査の評価は第２次試験で実施。（第１次試験合格者のみ判定。）

（２）広報

　　平成２７年６月５日付けの鳥取県公報に登載し、別途受験案内を作成する。
○議案第３号　平成２７年度鳥取県警察官採用試験（警察官Ｂ）の実施について

（１）試験の概要

①試験区分・採用予定者数

	試験区分
	採用予定者数

	警察官（男性）
	１６名程度　

	警察官（女性）
	２名程度　


②受験資格

ア　年齢及び学歴要件

　昭和５７年４月２日から平成１０年４月１日までに生まれた人。ただし、学校教育法による大学（短期大学を除く。）若しくはこれに準ずる学校を卒業した人又は平成２８年３月３１日までに卒業する見込みの人を除く。

イ　国籍要件

　日本国籍を有していること。

③試験日程

	受　付　期　間
	７月３１日（金）～８月１７日（月）（消印有効）
（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ受付：７月３１日(金)午前０時～８月１２日(水)午後１２時）

	第１次試験
	試験日
	９月２０日（日）

	
	試験会場
	鳥取会場：鳥取大学共通教育棟

米子会場：鳥取大学医学部講義・実習棟 

	
	試験種目
	教養試験（多肢選択式）、適性検査

	
	合格者発表日
	１０月７日（水）（予定）

	第２次試験
	試験日
	１１月５日（木）～１１月６日（金）（予定)

	
	試験会場
	鳥取県警察本部庁舎会議室、鳥取県庁第二庁舎会議室、鳥取県警察学校

	
	試験種目
	人物試験（個別面接）、作文試験、適性検査、身体検査、体力検査

	
	採用候補者発表日
	１１月２７日（金）（予定）


※第２次試験は、警察本部に委任して実施。

（注）　第１次試験で実施する適性検査の評価は第２次試験で実施。（第１次試験合格者のみ判定。）

（２）広報

　　平成２７年６月５日付けの鳥取県公報に登載し、別途受験案内を作成する。
○議案第４号　平成２７年度鳥取県職員採用試験（身体障がい者対象・高校卒業程度）の実施について

（１）試験の概要

①試験の趣旨
　障害者の雇用の促進等に関する法律の趣旨に基づき、身体障がい者の雇用の促進を図る。

②募集職種・採用予定者数

	職　　　種
	採用予定者数

	一般事務
	２名程度　


③受験対象者

　身体障害者手帳の交付を受け、その障がいの程度が１級から４級までの人

　　　※従来の「介護者なしに職務の遂行が可能であり、かつ、活字印刷文による出題に対応できる人」の要件を廃止し、点字受験可能とする。

④受験資格

ア　年齢

　昭和５５年４月２日から平成１０年４月１日までに生まれた人

イ　国籍

　日本国籍を有しない人は就職に制限のない在留資格を取得しているか、平成２８年３月３１日までに取得見込みであれば受験可能。

⑤試験日程

	受　付　期　間
	７月３１日（金）～８月１７日（月）（消印有効）

（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ受付：７月３１日（金）午前０時～８月１２日（水）午後１２時）

	第１次試験
	試験日
	９月２０日（日）

	
	試験会場
	鳥取会場：鳥取大学共通教育棟

米子会場：鳥取大学医学部講義・実習棟 

	
	試験種目
	教養試験（多肢選択式）、作文試験、適性検査

	
	合格者発表日
	１０月７日（水）（予定）

	第２次試験
	試験日
	１０月下旬（予定)

	
	試験会場
	鳥取県庁会議室

	
	試験種目
	人物試験（個別面接）

	
	採用候補者発表日
	１１月中旬（予定）


（注）　第１次試験で実施する適性検査の検査結果は、第２次試験の人物試験の参考として使用。（第１次試験合格者のみ判定。）

（２）広報

　　別途受験案内を作成する。
【質　疑】

○議案第２号　平成２７年度鳥取県警察官採用試験（警察官Ａ（２回目））の実施について

委　員

警察官Ａ（１回目）は既に終わっていると思うが、この度の２回目とは追加という扱いになるのか。

事務局
平成25年度は年度中途に急遽２回目を追加することになったが、平成26年度以降は当初から２回目を試験実施計画に入れている。

事務局

大量退職があるので、１回では採りきれないだろうということで２回目を始めた。警察としては、２回試験をしてほしいとのこと。

今年度は申込期限が８月３１日と、通常より長くしている。これは、県職員、警察官Ａ（１回目）、国家公務員（一般職）の最終合格発表が８月の２０何日に全てあるので、その結果を見てまだ応募ができるように、申込期限を長めに取っているもの。

委　員

今年の就職状況に鑑みると、最終的な採用予定者数は議案に書かれた人数より増えるかもしれないな。

事務局

そのとおり。１回目でどれぐらい採れるかに関わってくる。それによって、２回目の採用予定者数が変わってくると思う。

事務局

併願の場合は、併願先に流れる場合がある。

委　員

１回目で採れても、その後抜けてしまう人がある。

○議案第４号　平成２７年度鳥取県職員採用試験（身体障がい者対象・高校卒業程度）の実施について

委　員

「介護者なしに職務の遂行が可能であること」という要件も廃止になるのか。

事務局
そのとおり。

委　員

その環境整備は整っているのか。

事務局

その辺りが任命権者の課題になってくる。

委　員

その辺りがきちんとしていないと、入った人も大変だろう。

委　員

試験だけではなく、その後の体制が必要。

事務局

他県の状況を見ると、必ずしも介護者がつきっきりということではないようだ。

今は読み上げソフト等により、自分のパソコンから自動的に音声が流れるようになっているので、そういったソフト等で対応できる業務であれば介護者なしでもできる。

他県では、通勤などで盲導犬を使う方を採用した例がある。

委　員

試験をしても結局採らない、という話になってはいけない。

事務局

広島市で全盲の方を採用した例があり、ほぼ普通の人と変わらない仕事ができているそうだ。読み上げソフト等が今は進んでいるので。本人の努力もかなり必要とのこと。

また、通路等に突然物が置かれたりすると、やりにくいそうだ。

平成５年採用で、今は情報関係の仕事をされている。その前は障がい者支援の仕事をされていた。現在３箇所目の部署。

このように、広島市については全盲であることで業務に支障は起きていないとのこと。

事務局

どういう仕事に配置するかということも問題になってくるので、その辺の環境整備を任命権者に考えてもらうよう依頼している。

委　員

面接が難しいな。

２　議案第５号　

選考により採用することができる職に係る承認について事務局が説明し、原案のとおり決定した。

【説　明】

　職員の任用に関する規則第19条第２項の規定に基づく選考職の承認について、鳥取県知事及び鳥取県警察本部長から次のとおり申請があり、適当と認められるので申請のとおり承認しようとするもの。
○知事部局分

（１）申請のあった職及び採用予定者数
公文書館の専門員（任期付職員）　１名

管理栄養士（任期付職員）　　　　１名

歯科衛生士（任期付職員）　　　　１名

（２）採用予定日
	公文書館の専門員
	平成27年10月１日
ただし、欠員等の状況によっては、それ以前に採用する場合もあり得る。

	管理栄養士
	平成28年４月１日

ただし、欠員等の状況によっては、それ以前に採用する場合もあり得る。

	歯科衛生士
	平成28年４月１日

ただし、欠員等の状況によっては、それ以前に採用する場合もあり得る。


（３）申請理由
	公文書館の専門員
	年度中途退職予定者に伴う欠員の補充。

	管理栄養士
	欠員の補充。

	歯科衛生士
	欠員の補充。


（４）選定方法

　　知事部局において採用試験を実施。

①試験内容

	公文書館の専門員
	論文審査、専門試験、論文試験及び面接試験

	管理栄養士
	作文試験及び面接試験

	歯科衛生士
	作文試験及び面接試験


②受験資格

	公文書館の専門員
	大学又は大学院で日本史学を専攻して卒業（修了）し、江戸時代の歴史に関する専門的知識を有するとともに古文書を解読できる能力を有する人

	管理栄養士
	栄養士法に規定する管理栄養士の免許を有する人又は平成２８年３月３１日までにこの免許を取得する見込みの人

	歯科衛生士
	歯科衛生士法に規定する歯科衛生士の免許を有する人又は平成２８年３月３１日までにこの免許を取得する見込みの人


※年齢要件なし。

（５）人事委員会の判断
①管理栄養士以外の職

これらの職は、「常に選考によるものとするが、実施に当たりあらかじめ人事委員会の承認を要するもの」として整理されている職であり、また選定方法も適当であると判断する。

②管理栄養士

　　　「競争試験によりがたい場合に、個別に人事委員会の承認を要するもの」として整理されている職である。人事委員会が実施する競争試験で採用候補者を確保することが原則だが、以下のとおり採用候補者の確保が別途必要であることは理解できる。

・２年間の任期付採用であること、専門性の高い職種であること等から、競争試験より募集期間を長く設定し、関係機関とも連携の上、試験の周知を図る必要がある。
○警察本部分

（１）申請のあった職
警察官（経験者）

（２）採用予定者数
５名程度
（３）採用予定日
平成27年11月16日
（４）申請理由
平成26年度警察官採用試験により、89人の合格者を決定したが、内定辞退者７人、採用辞退者９人の合計16人が辞退した。平成27年度当初の欠員は18人であり、かつて国又は他の公共団体において警察官として正式に採用されていた者を即戦力として経験者採用することにより警察官の不足を補完し警察業務の円滑な運営を図るため選考により採用したい。

なお、通常実施している平成27年度警察官Ａ等の採用試験も並行して行っていくが、これらの採用者については、警察学校等における教養を１年３月受ける必要があり、仮に平成27年10月に警察官Ａを採用し、教養等を行っても、実際に単独で警察官として勤務できる状態となるのは平成28年12月末となる状況である。

（５）選定方法

　　　警察本部において採用候補者選定のための試験を実施。

①試験内容

　　　・教養試験：警察官として必要な知識及び知能についての筆記試験

　　　・適性検査：職務遂行に関する適性についての検査

　　　・人物試験：個別面接による人物、専門的知識についての口述試験

　　　・身体検査：職務遂行に必要な健康度等の検査

②受験資格

　　ア　平成27年４月１日現在59歳以下の者

　　イ　国又は都道府県警察官として４年以上の勤務経歴を有し、巡査長、巡査部長又は警部補で勤務していた者（受験申込時に警察官として在職している者を除く。）

（６）人事委員会の判断
上記の職は、「競争試験を行っても必要な任用候補者を確保することができない場合であって、安定的に業務を遂行するため、速やかに欠員を補充する必要があるときに、個別に人事委員会の承認を要するもの」として整理されている職である。

平成26年度警察官採用試験により新規採用しようとした89人のうち16人が辞退するなど平成27年度の警察官の欠員状況が深刻で、警察業務の円滑な運営のため別途警察官の補充が必要であることは理解でき、また、採用候補者の選定方法も適当であると判断する。

【質　疑】

委　員
　管理栄養士は今までどのような採用だったか。

事務局

今までは競争試験でやってきていたが、保健所での採用は人数が少ないのでまれにしか採用されない。

今回は任期付きなので、どれくらい応募してもらえるのかがある。

競争試験と何が違うかというと、競争試験だと試験内容に多肢選択式の教養試験や専門試験が加わってくるがそれがなくなる。

委　員

　　「欠員の補充」とあるが、任期付職員で欠員が出たのか。

事務局

　　もともと正職員がいて、鳥取市が中核市に移行するという話があり今は非常勤で対応している。

ただ、いつ移行するかが見えてきたので、非常勤ではなく任期付きでやりたいということ。

委　員

　　今後、市でやることになるのか。

事務局

　　保健所を市が持つことになる。

事務局

　　参考までに、管理栄養士は西部の保健所、歯科衛生士は中部の保健所で欠員の状況。

委　員

　　警察については、欠員は毎年のように多く出てくるのだな。

事務局

　　そうである。昨年度も欠員補充で募集したが採用はゼロだった。

委　員

　　採用の条件が厳しかったと思う。

事務局

　　前歴等考慮した上でというのがある。

委　員

　　現職で他の県警本部に勤めている方はやめてから受けなさいというのがあったようだが。

事務局

　　警察庁から自粛するように指導があるようだ。各県同士の引き抜きが生じる可能性があることが要因と思われる。

　　今回も（警察官を）やめていることが条件となっている。

委　員

　５９歳以下となっており年齢要件になぜ幅があるのかと思ったが、なかなか採用が少ないということだな。
委　員

　　（昨年度は）応募はどれくらいあったのか。

事務局

　　７人申し込みがあったが、合格者はゼロだった。

	７　次回人事委員会の開催


　　　平成２７年６月１８日（木）午前１０時から開催することとした。
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